





  This paper is action research on academic supports for autonomous learning by using 
learning journals for planning and reflective practice, specifically designed for students at 
Kyoto Junior College of Foreign Languages. The students need to set goals at the time of 
admission and carry their plans into effect, because they have to decide whether they seek a 
way to take employment opportunities or plan to go on to further higher education, usually by 
transferring to a four-year university. However, due to the ending time of the classes, the 
students cannot easily meet and talk with other students and/or their academic advisors after 
their classes. To compensate these situational and environmental issues, hence, our research 
group launched a project of academic support and developed learning journals or autonomous 
learning log notebooks which may help students build the ability to set plans for academic, 
vocational and personal success. The research target class of this paper is a mandatory English 
class taken by 28 first-year junior college students. We analyze detailed descriptions of the 
instructor’s behavior such as how she made use of the learning journals, her observation of 
each student; a written questionnaire survey by students; and interviews with students. In this 
paper, we highlight classroom practice and explore to better understand how learning journals 
and other learning resources enhance students’ learning and how the teacher reflects on her 
practice to develop herself professionally. We also illustrate  that visualization by journals 
provides a form of intersubjectivity or shared or mutual understanding which helps  teachers 



























　この自律性であるが，一般的には自分の責任において学ぶ能力（Holec, 1981; Knowles, 1975; 
Ryan & Deci, 2006）と定義される。本稿ではこの能力をより具体的に示している Benson（2013）の
“often find themselves, or willingly place themselves, in situations where they have little direct 










































































　調査期間は 2018年度の 2018年 4月 10日（火）～2019年 1月 8日（火）の学期期間中である。
春学期は 2018年 4月 10日（火）～7月 10日（火），秋学期は 2018年 10月 2日（火）～2019年
1月 8日（火）で，調査対象者は，各該当学期期間中に学習記録をつけ学習効果の調査がなされ









　対象科目は，短期大学 1年次配置必修科目「Reading and Writing I」（春学期）と「Reading 
and Writing II」（秋学期）で，英語の「読む」と「書く」に焦点を置いた通年の科目である。週













































照）（表 1：Week 1 ～ Week 6）（表 2：Week 2 ～ Week 14）
② 学習記録の振り返りや自由記述アンケートから，学生が使用する学習方略や学習動機につい
て分析する。（表 1：Week 13後実施）（表 2：Week 14後実施）
③ 学生へのインタビューから，学習記録の効用に関して分析する。（補足資料 2：インタ
ビュー項目（学生に対する）参照）（表 1：Week 3以降実施）（表 2：Week 8以降実施）
④ 科目担当教員に対してインタビューを行い，その内容を分析する。（補足資料 3：インタ












①  学 習 記 録 使 用 に 関 す る 授 業 実 践 の 詳 細 な 記 述 を 残 す 。  
②  学 習 記 録 の 振 り 返 り や 自 由 記 述 ア ン ケ ー ト か ら ，学 生 が 使 用 す る 学 習 方 略 や
学 習 動 機 に つ い て 分 析 す る 。  
③  学 生 へ の イ ン タ ビ ュ ー か ら ， 学 習 記 録 の 効 用 に 関 し て 分 析 す る 。  
（ 参 考 資 料 ２ ： 学 生 へ の イ ン タ ビ ュ ー の 項 目 ）  
④  科 目 担 当 教 員 に 対 し て イ ン タ ビ ュ ー を 行 い ， そ の 内 容 を 分 析 す る 。  
























































Week 4 & 5








































































（4 月 10 日） ・  春学期と短期大学 2 年間の目標記入    記入事項の確認  
Week 2 
（4 月 17 日） 
・  記述済目標確認  
・  記述漏れ事項記入  
・  学習プラン 2 つ記入  
・  次週までに短大 2 年間の計画を考える  
  記入事項の確認  
Week 3 
（4 月 24 日） 
・  2 年間計画記入（進学 or 就活）  
・  学習プランの実施状況記入  
  学 習 実 施 記 録 に
コメント記入  
  修 学 ア ド バ イ ザ
ー イ ン タ ビ ュ ー
開始  
Week 4 & 5 
（5 月 7 日&15
日） 
・  担当教員からのコメント確認  
・  短大 2 年間計画に必要な資格等記入  
・  学習プランの実施状況記入  
  学 習 実 施 記 録 に
コメント記入  
Week 6 
（5 月 22 日） 
・  担当教員からのコメント確認  
・  学習プランの実施状況記入  
・  Week  2~Week  5 の学習実施状況を振り
返り，修正事項再記入  
・  学習プランの複写を保管  
  「 学 習 プ ラ ン 」
の 変 更 の 有 無 確
認  
  回収  
Week 13 




語力，短 大 2 年 間 の 目 標 再 設 定 等 の 記
入  
  記 入 事 項 の 確 認  
  回 収  
  
春学期  秋学期 



























































































































































































































































































































学生－学生，学生－教員間の対話が学習の場のデザインに役立つことが示された。Brockbank et al. 
（2002）は，“Reflection-with-others, or dialogue, offers the power of challenge and different perspectives 
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　「Independent Study Book」（©2018, Hiromi KONO, Midori TANIMURA, minoon soft）
学期スタート地点で目標が明確な例 1
自律学習が進められている例 2
補足資料 1 : 学習記録手帳の使用例 





補足資料 1 : 学習記録手帳の使用例 
「Independent Study Book」（©2018, Hiromi KONO, Midori TANI , i oon soft） 
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自律学習が進められている例 2 
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補足資料 2：インタビュー項目（学生に対する）
　インタビューは学習記録手帳を参照しながら実施。インタビューの質問項目は下記の 5つ。
1．将来の夢と将来に向けての学習計画
2．秋学期の目標と 2年次の目標
3．一週間のスケジュール
4． 7週（それ以上の学生も有り，面談実施日により周の数は異なる）の学習実施記録への
振り返り
5．学生が抱えている問題点や悩み
補足資料 3：インタビュー項目（担当教員に対する）
　インタビューは定期的に行われた。
1．授業内で実施した学習記録手帳の課題の概要を伝える
2．「1」のうち気になる学生の反応やコメントについて
3．「1」の教員の感想や学生と話した内容について
4．教員が学生とのインタビューで改善したと感じた事
5．教員が学生とのインタビューで改善できなかったと感じた事
6．授業内での学生の変化
7．授業内での教員の変化
 以上
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